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看護師の確保状況に関する緊急調査（最終報告） 

〇調査期間：2023年 3月 10日(金)～2023年 4月 5 日(水)   

〇回 答 数：563病院／2476 病院 （回答率 22.7％） 

 

【基本項目】 

１． 都道府県別〔n=563〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．開設主体別〔n=563〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．病床数別〔n=563〕 
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【調査項目】 

1．現在の看護職員数〔保健師、助産師、看護師、准看護師〕 〔n=563〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．病棟における夜勤形態〔n=563〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．看護職員が現在不足していますか〔n=563〕 
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４．３で「不足している」と回答した方にお伺いします。不足している理由として何が考えられますか 

〔複数回答可〕〔n=420〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．看護師の採用についてお聞きします〔n=563〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５-２．５で「採用計画通り採用できなかった」と回答した方にお伺いします。何人程度不足していますか。 
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　■採用計画通り採用できた 342（61％） 288（51％） 219（39％）

　■採用計画通り採用できなかった 221（39％） 275（49％） 344（61％）
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５-３．令和５年度の採用計画人数〔n=563〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．離職する理由についてお聞きします〔複数回答可〕〔n=563〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．看護職員採用の取り組みについてお聞きします 〔複数回答可〕〔n=563〕 
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８．その他意見〔n=563〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 意見 

退職者の増加 ・コロナ禍による学生時代の実習経験不足による新人の退職、実務可能者への負担が増加し，疲弊に

よる退職も増加傾向。 

・計画通りには採用できているが、退職者が予想よりも多く、人員不足となっている。 

・近年は入職し、3 年～５年程度の戦力となる層の転職が相次ぎ、体制維持が容易ではない。 

紹介会社・派遣の

活用によるコスト

増加 

・紹介会社のみならず派遣を使うことでの、採用に係るコスト増大も大きな問題。 

・採用できても夜勤不可ばかりで高額かつ期間限定の応援ナースに頼らざるを得ない状況。 

・高額な紹介手数料は経営の圧迫につながるだけでなく、求職活動の妨げにもなっている。 

看護補助者の不足 ・看護師だけでなく看護補助者の不足も著しい。給与面で福祉施設は補助が出るため条件では勝てず

採用が難しい。 

・看護補助者を増やしたい為、ホームページ等で募集をしているがほとんど応募がない。 

・看護職の採用だけではなく、看護補助者の不足も深刻。入院患者の高齢化、認知症等で看護だけで

はなく介護も必要となっている状況の中、満足なケアが提供できない。 

夜勤不可 ・20～30 代で夜勤を実施できる看護師が年々少なくなっている。 

・子育てのため、夜勤免除を希望する看護師が増加。夜勤専従は募集しても集まらない。 

看護師の処遇改善

要望 

・待遇の大幅改善や職場環境改善がなければ、今後も急性期病院を希望する看護師等の確保は困難で

はないか。 

・看護職員処遇改善評価料算定に付加される施設もあるが全施設看護職員への基本給ベース up が検

討されることを引き続き要望していく。 

・退職者数の問題だけでなく、全体的に看護師の処遇が更によくなれば応募者も増えるのではないか。 
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項目 意見 

人材育成の困難 ・人員不足による業務過多で指導人員が確保できない。 

・役職者が育たないので指導力の不足もある 

・採用者のうち新人が 70 人以上のため教育の負担も多くなっている。 

その他 ・美容整形や訪問看護ステーションへの転職が目立つ。 

・看護師の人員は配置基準としては、不足はしていない。しかし、実際の患者の重症度やケア密度を

考えると十分とは言えない現状がある。 


